






























































































































































読売新聞 ４，３５２，５５４ ６，１８９，６７４ ６，５４４，６７９
東京日日新聞 ２，９９３，９９８ ３，４２２，７９２ ２，１２５，２９２
仮名読新聞 ２３１，５３３ ２，７７１，２５０ １，５６０，０００
郵便報知新聞 ２，１４３，２９３ ２，０７０，５０９ ２，１１９，０６１
朝野新聞 １，１７８，６９９ ２，０５８，７６４ ２，０２６，４９２
東京曙新聞 ８１４，９７６ １，９３３，２５７ ２，３５４，９７３



























































著書名 著者 発行・発売元 発行年月
１．絵本鹿児島戦争記 篠田仙果 山村金三郎 明１０．１０
２．鹿児島英名伝 竹内栄久 辻徳兵衛 明１１．２
３．鹿児島英雄銘々伝．初―４号 西野古海 木村文三郎 明１０
４．鹿児島記事 樋口徳造 又新舎 明１０．２
５．鹿児島紀事 村井静馬 綱島亀吉 明１０．４
６．鹿児島紀事 村井静馬 綱島亀吉 明１０．１１
７．鹿児島記聞．第１―５号 沼尻 一郎 若栄堂 明１０
８．鹿児島口説 石川和助 石川和助 明１１．２
９．鹿児島軍記．初―４編 細島情三［他］ 松村甚兵衛 明１０．９
１０．鹿児島軍記．第４―１６号 大西庄之助 大西庄之助 明１０
１１．鹿児島軍記 大西庄之介 大西庄之介 明１０
１２．鹿児島県賊徒戦死姓名録 嘉悦喜多八 嘉悦喜多八 明１０．１２
１３．鹿児島実記一夕話 山崎徳三郎 大倉孫兵衛 明１０．１２
１４．鹿児島実戦記．第１―７号 蜂須賀国明 林吉蔵 明１１．１
１５．鹿児島実録．第１―４号 森本順三郎 森本順三郎 明１０．７
１６．鹿児島征記 西野古海 木村文三郎 明１０
１７．鹿児島征討記．第１―１６号 竹内栄久 荒川藤兵衛 明１０
１８．鹿児島征討記．初集 羽田富治郎［他］ 小玉弥七 明１０．６
１９．鹿児島征討記 守川音次郎 綱島亀吉 明１０．１１
２０．鹿児島征討実記 飯田定一 錦寿堂 明１０―１２
２１．鹿児島征討全記．第１―８，１５―２６ 井沢菊太郎 井沢菊太郎 明１０
２２．鹿児島征討日記 西村兼文 西村兼文 明１０
２３．鹿児島征討日記 馬場文英 本城小兵衛等 明１１．７
２４．鹿児島征討録 川口宗昌 甘泉堂〔ほか〕 明１０
２５．鹿児島征伐物語．２―５編 篠田久次郎 長谷社 明１０．３
２６．鹿児島戦記．後編 永島福太郎 青盛堂 明１０
２７．鹿児島戦記 岩崎茂実 山中市兵衛 明１０．９
２８．鹿児島戦記 篠田久次郎 堤吉兵衛 明１０．２
２９．鹿児島戦争記．第１―６号 永島辰五郎 宮田伊助 明１０．４
３０．鹿児島戦争記 篠田久次郎 杉浦朝次郎 明１０
３１．鹿児島戦争記 羽田富治郎 児玉弥七 明１０
３２．鹿児島戦争記 樋口徳造 又新舎 明１０．２
３３．鹿児島戦争軍記 津田鎗蔵 佐野金之助 明１１．２
３４．鹿児島戦争西郷口説 加藤富三良 加藤富三良 明１１．１１
３５．鹿児島戦争新誌 篠田久治郎 山松堂 明１０．３
３６．鹿児島戦争日記 村井静馬 辻岡文助 明１０
３７．鹿児島太平記 篠田仙果 山本平吉 明１０
３８．鹿児島太平くとき 吉田小吉 吉田小吉 明１０．１１
３９．鹿児島大合戦 竹内栄久 杉浦朝次郎 明１０．７
４０．鹿児島大激戦記 山崎徳三郎 上村清左衛門 明１０．１１
４１．鹿児島鎮西戦争記 永島辰五郎 宮田伊助 明１０．４
４２．鹿児島追討記 内藤善次郎 内藤善次郎 明１０
４３．鹿児島追討記 西野古海 木村文三郎 明１０







４５．鹿児島伝報記．１，２号 竹内栄久 上坂久次郎 明１０．５
４６．鹿児島電報記．第１―４号 長尾勝四郎 長尾勝四郎 明１０
４７．鹿児島伝報記 伊藤静斎 児玉弥七 明１０．３
４８．鹿児島伝報記 小野田虎太 内藤伝右衛門 明１０
４９．鹿児島伝報録．第１―４号 樋口繁三郎 樋口繁三郎 明１０
５０．鹿児島美勇伝．第１―３号 大西庄之助 大西庄之助 明１０．１０
５１．鹿児島暴徒風説録．初編―３編 篠田久治郎 共楽社 明１０．２
５２．鹿児島暴発報道 吉川政興 吉川政興 明１０
５３．鹿児島余聞 古林栄成 伊東祐太郎 明１０．３
５４．西郷隆盛陣没実記 枝岩治郎 栄久堂 明１０．１１
５５．探誠夢復路．鹿児島事件の巻 竹内栄久，沼尻 一郎 沢久次郎 明１０
表３ 篠田仙果（久次郎・久治郎）著作の西南戦争実録
書名 発行元 発行日（出版御届）データ 備考























































こ た び か ご し ま ことおこ と ひ ろうにゃくなんにょ いは みみ そばだて つ のみ
今般鹿児島に事発るや都鄙の老若男女を云ず，耳を側立唾を呑，そ
てんまついかん ま そ の き さつ あ る じ こともしゆ げ やす
の顛末如何を待てり，其機を察して加賀屋の主人が童幼にも解し易
つゞ ちうもん ないこくしんぶんす しゆ ばつしよう す か ん
きやう綴れとの注文に，内国新聞数十種より抜章して数巻となしぬ，
マ マ すみやか むね わづか よ ま と め かうせい いとま ただもうさい
さばれ 速を旨となし僅一夜に編纏たれバ校正の暇もなく，只孟齋か












さい なみまつた おさまりしょしょうがい か
の自害）までを扱うが，最終面には「西かいの浪全く鎮静諸将凱歌をう





























くにもと むすめ みめ かうしん ちゝうちじに きく しうしやう
「篠原国幹の女なり，容うるはしく又孝心なり，父討死と聞より大に愁 傷
てき うち れいこん さいがう じん
し，せめて一人たり共敵を討て父の霊魂をなぐさめんと，西郷の陣にいた




























こ た び か ご し ま ことおこ と ひ ろうにゃくなんによ いは みみ
に強い関心を抱き（「今般鹿児島に事発るや都鄙の老若男女を云ず，耳を























































































































































































































































































































































































































































































































































２ 『遠山茂樹著作集 第一巻 明治維新』（岩波書店，１９９１年）の１９８頁。
３ 朝日新聞百年史編修委員会『朝日新聞社史』明治編（朝日新聞社，１９９０年）の３
頁。
４ 坂野潤治「征韓論争後の『内治派』と『外征派』」（『年報近代日本研究３』山川出
版社，１９８１年）は，台湾出兵は「不平士族」の暴発を防ぎ，政府内部の軍部とくに
海軍を政権側につなぎ止めるための内政の一手段として企画され，対朝鮮出兵より
も対清国全面戦争の危険性が少ないという情勢判断の下に実施された，と説明した。
５ 表向き新聞通信員の形を取りながら，実際は日本政府による秘匿されたお雇いと
して，ル・ジェンドルを補佐し，日本政府の政策意図を米国新聞に掲載することで
一種の広報外交の先駆者となったハウスについては，拙著『近代日本の対外宣伝』（研
文出版，１９９４年）を参照のこと。
６ この項は，吉見俊哉・土屋礼子監修『図録・明治のメディア師たち―錦絵新聞の
世界―』（日本新聞博物館，２００１年）を参照して叙述した。
なお，校正の過程で土屋礼子編『日本錦絵新聞集成（CD-ROM版）』文生書院を閲
覧したところ，同史料集所収の「東京日々新聞」の錦絵新聞には，つぎの９点（異
版１点を含む）が含まれていることが分かった。
７１２号（台湾の石門で日本兵勝利〔３枚組〕），７２６号（台湾の牡丹少女和服を着せ
られる），７３６号（大男の岸田吟香を背負う台湾土人），７５２号（台湾の牡丹社の土人
が帰順する），８４７号（皇国支那和議結約之図〔３枚組〕），８４９号（日章旗を飾り清国
との和議を祝う），８５１号（台湾で戦死した義弟の幽霊現れる〔文章の違う異版有り〕），
号数不明（日報社台湾記事石門口戦勝の図）。
８５１号の異版を除くと，日本新聞博物館所蔵の錦絵新聞にないものが３点収録され
ている（下線部を施したもの）。
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７ 加藤裕治「新聞報道の誕生―西南戦争をめぐる報道からの考察―」『社会学評論』
vol.49―No.2，１９９８年が，社会学的観点から分析を行っている。
８ 小新聞研究でまず依拠すべき研究成果は，土屋礼子『大衆新聞の源流―明治期小
新聞の研究―』（世界思想社，２００２年）である。同書は，錦絵新聞を，ポピュラージ
ャーナリズムの出発点であり，小新聞の成立する市場を準備し，小新聞の定着とと
もに消滅するメデイアであると説明し，西南戦争を錦絵新聞消滅＝小新聞定着の契
機の一つと評しているように読めるが，西南戦争時の言論統制などさまざまな事項
について論じてはいるものの，具体的な西南戦争報道の分析はおこなっていない。
最古かつ最大部数を誇った小新聞である『読売新聞』の創刊直後の分析を，山田俊
治『大衆新聞がつくる明治の〈日本〉』（日本放送出版協会，２００２年）がおこなって
いるが，西南戦争の直前で分析が終わっている。
９ 山本武利『近代日本の新聞読者層』（法政大学出版局，１９８１年）の第２部第１章第
１節「西南戦争前後の新聞読者層」（６０～７５頁）を参照にした。
１０ 陸軍の『征西戦記稿』，海軍の『西南征討誌』および『征従日記』はいずれも，熊
本の地方出版社，清潮社から復刻されている。
１１ 川崎に関する拙論は以下の通り。「日清戦争と従軍記者」（東アジア近代史学会編
『日清戦争と東アジア世界の変容』下巻，ゆまに書房，１９９７年所収），「忘れられたジ
ャーナリスト・史論家・アジア主義者川崎三郎」『専修史学』２９号，１９９８年，「川崎
三郎小論」（大阪大学文学部日本史研究室『近世近代の地域と権力』清文堂，１９９８年）
所収。
１２ 専修大文学部矢野建一教授（日本古代史）の評。
１３ 福地重孝「矢野龍渓宛書簡と『憲政発達史』」『日本歴史』４３号に，矢野宛川崎書
簡の一部が引用され，川崎が同郷の同郷茨城選出の代議士大津淳一郎の委嘱を受け
て『大日本憲政史』（１９２７年～１９２８年）編纂に参加していることが明らかにされてい
る。同書を読んでみると，実質的執筆者が川崎であるとの印象を持った。
大久保利謙は薩藩史研究会が『陸軍大将川上操六』（１９４１年）の伝記編纂を徳富蘇
峰に頼んだところ，「蘇峰はこれを承諾して，すぐ『川崎（紫山）にやらせよう』と
いうんです。つまりあの伝記は川崎紫山（ジャーナリスト。信濃毎日新聞の主筆な
どをつとめる）が書いた。実は，蘇峰の編著になっている『山県有朋伝』とか，伝
記類は全部川崎紫山が書いているのです。川崎紫山という人は職業的な書き手で，
原稿も期日通りにきちんと書く。しかも，こんなことをいうんです。『序章はいずれ
蘇峰が書いてくれる筈だ。もし，できなかったら，わたしの原稿の結びをそのまま
巻頭にもってくればいいようにしてある。序章が予定通り入ったら，わたしのはそ
のまま結びにしてくれ』。蘇峰が序章を書きましたから，予定通りになりましたが，
そんな芸当のできるくらいの腕を持った」人物だったと回想している（大久保『日
本近代史学事始め』岩波新書，１０３～１０４頁）。単純化され，断定的に過ぎるので検証
が必要であろう。同じ徳富蘇峰の編纂した伝記でも，桂，山県，松方，川上の４人
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の伝記では，蘇峰と川崎の関係に当然変化がある。表６の川崎の著作一覧の範囲を
どこまで拡げるのか，限定するのか，今後の検討に待たねばならない。
１４ 川崎の伝記的記述がある辞書類は次の３点。松本龍之助『明治大正文学美術人名
辞典』（１９２６年初版，１９８０年再版，国書刊行会），宮武外骨・西田長寿編著『明治新
聞雑誌関係者略伝』（みすず書房，１９８５年），『国史大辞典』（吉川弘文館，１９８３年，
川崎正胤氏執筆）。
１５『水戸市史』下巻一の２６３頁～２６５頁，２９３頁～２９５頁，３５０頁の自強館に関する記述
を参照。立憲帝政党は１８８２年３月１８日，福地源一郎，水野寅次郎，丸山作楽らが組
織した政党で，欽定憲法，天皇主権を党議綱領にうたった。高木俊輔「立憲帝政党
関係覚え書」『歴史学研究』３４４号，大日方純夫「立憲帝政党の結党をめぐる基礎的
考察」『日本史研究』２４０号を参照。
１６ 川崎より３歳の年少ながら，博文館と中央新聞では職場の先輩として川崎ととも
に働いた柏軒松井広吉の回想録『四十五年記者生活』（復刻版，大空社，１９９３年）に
は「〔博文館に―筆者注〕最も早く入館されたのは川崎紫山氏（当時北村三郎と称す，
徴兵避けのため，岡本武雄氏〔東京曙新聞編集長，１８７９年～１８８１年まで同新聞経営
者―筆者注〕の縁家の氏を冒されたのだといふ）だと記憶する，氏は大蔵省に勤務
して，渡辺国武氏（無辺侠禅）の知遇を享け，露語なども学習し居られた。一時特
色のある文豪家で，向島に住つて居られた。余との関係で中央新聞にも入り，また
渡辺氏の後援で経世新報といふのを発刻されたら，その後は蘇峰先生の日本国民史
の資料集にも参与され居ると聞いた」とある。
１７『明治文学全集６・明治政治小説集（２）』（筑摩書房，１９７６年）所収の解説論文，柳
田泉「政治小説の一般（二）」参照。
１８ 新論の読み下しは『日本思想大系５３水戸学』（岩波書店，１９７３年），同書所収の解
説論文，尾藤正英「水戸学の特質」を参照。 三谷博『明治維新とナショナリズム』
（山川出版社，１９９７年）の第２章「１９世紀前半の国際環境と対外論」，とりわけ第２
節「会沢正志斎―ナショナリズムの鼓吹と攘夷による国家改革」参照。
１９ 芝原拓自「対外観とナショナリズム」（『日本近代思想大系⑫対外観』，岩波書店，１９８８
年所収）参照。
２０ 坪谷善四郎『博文館五十年史』（博文館，１９３７年）２５～２６頁。
２１ 前掲松井『四十五年間記者生活』３７頁～３８頁。ただし，那珂の『支那通史』は史
料上の問題から元朝に入るところで止まっているから，元朝から清朝までを詳細に
書いている『支那帝国史』が那珂の本の丸写しでなく，後半は別の参考書を使って
いることは明白である。
２２『日本百傑伝』第５巻末に，多忙と全６巻の計画が１２巻に膨れ上がったため，第６
巻以降を川崎に託す旨の松井の稟告（１８９２年１２月付）が掲載される。
２３『東亜先覚志士記伝』は黒龍会創立３０周年記念事業。川崎は史料提供者として凡例
に名があり，下巻に序文を書く。同書上巻４１７頁～４２５頁参照。
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２４ 協会機関紙は『東邦協会報告』（１８９１年５月創刊，月刊，１８９４年８月から『東邦協
会会報』と改称）。創立会議は１８９０年１１月５日。翌年９１年７月７日第１回総会，この
時，川崎は一般会員とし参加するも，評議員，編集担当から外れ，福本誠（日南）
が編集幹事となる。
２５ 佐々木隆「第一次松方内閣期の新聞操縦問題」（『東京大学新聞研究所紀要』第３１
号，１９８３年）は，１８９１年１１月１８日の渡辺宛松方書簡（同日の経世に掲載の不穏当記
事の取り消しと，厳しい監督を要請）を引用して，渡辺による経世監督の事実を明
らかにした（６３頁）。また大久保達正監修『松方正義関係文書』第１１巻（大東文化大
学東洋研究所，１９９０年）１３３頁～１３９頁を参照。
２６ 伊藤博文の政党組織問題と松方内閣に代わる伊藤内閣組織問題を巡る対立事件の
中で，伊藤は枢密院議長を一旦辞職することになっていたが，宮中工作の結果３月
１１日明治天皇から慰留の宸翰を出してもらい体面を保った事件。この時，品川内相
は選挙干渉の責任を取って辞職した。前掲佐々木論文，７９頁～８８頁。
２７ 酒田正敏『近代日本における対外硬運動の研究』（東京大学出版会，１９７８年），小
宮一夫「全国同志新聞雑誌記者同盟と明治２７年前半の政局」（『メディア史研究』２
号）参照。
２８『中央新聞』１８９４年１２月２１日「韓京所見・我日本人をして各道の地方官たらしむべ
し」，１８９５年３月１４日「日本人韓地移植の急」。
２９『中央新聞』１８９４年９月１１日の社告は，「千載一遇の大盛事大壮観を描すがために
特に紫山川崎三郎氏を派出することに決し（中略）苟くも我が軍の到る処山海を跋
渉し，朔漠を窮極するまで共に進むべし。紫山が雄渾淋漓の筆，特に大戦を描すに
長ぜるは其著戊辰戦史，西南戦史及び世界百傑伝等に由て世に已に公評あり。雷を
駆り電を掣するの快筆は，我が勇武絶倫なる軍隊が奔騰踊躍百万の敵を粉韲すると
相待て，我中央新聞紙上当さに堅鏘の響きあらん」と述べ，川崎への期待感を強く
示した。
本稿は平成１９年度専修大学研究助成・個別研究「西南戦争の史料的研究」の研究成
果の一部である。
64
